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第39号 3

　第８回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大
会において、本町チームが見事５位入賞を果たし
ました。（2月 15日・マリーナシティ）

【16面に関連記事】
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公園 竣工
３月７日に竣工式

　

こ
の
程
、
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
完
成
し
、
７
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
、多
目
的
運
動
広
場
（
野
球
場
、

陸
上
競
技
施
設
等
）、
管
理
棟
を
は
じ
め
、
遊
歩
道
、
遊
具
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

既
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
体
育
館
と
併
せ
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
憩
い
の
場
と
し
て
、
総
合
的
に
充
実
し
た
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

  

ま
た
、
多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
平
成
27
年
開
催
の
第
70
回
国
民
体
育
大

会
（
和
歌
山
国
体
）
に
お
い
て
、
正
式
競
技
で
あ
る
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
会
場
地
と
し

て
内
定
し
て
い
ま
す
。

■多目的人工芝グラウンド（ナイター照明完備）
陸上ホッケーコート１面、少年サッカーコート１面、フットサルコート２面。

■スポーツ公園の全景

■管理棟・憩い広場
事務室、会議室、トイレ。
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紀美野町スポーツ
施設の概要
■多目的運動広場（ナイター照明完備）

野球場１面（右翼９０ｍ左翼９９
ｍ）、本部棟１棟（冷暖房完備）。
陸上競技施設：１００ｍ走路６コー
ス、幅跳び及び三段跳び場２箇所、
２００ｍトラック。

■駐車場・遊歩道等
駐車場約１００台、遊歩道（公園外周約８００ｍ）、遊具３基、健康遊具１式。



2009・3 4

　

２
月
６
日
、
和
歌
山
市
の
名
草
小
学
校

５
年
生
92
名
が
本
町
で
開
か
れ
た
林
業
体

験
教
室
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室

は
県
の
林
業
後
継
者
育
成
・
確
保
支
援
事

業
及
び
緑
育
推
進
「
元
気
な
森
の
子
」
事

業
に
よ
り
、
昨
年
８
月
か
ら
14
回
開
か

れ
、
和
歌
山
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
約

９
０
０
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

11
月
28
日
に
は
美
里
中
学
校
３
年
生
（
10

名
）
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
林
業

研
究
グ
ル
ー
プ
の
山
本
貞
彦
さ
ん
に
よ
る

「
森
林
の
は
た
ら
き
や
森
林
か
ら
獲
ら
れ

る
も
の
」
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
、
児

童
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
午
後
か
ら
は
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
近
く
の
小
倉
郷
の
山
林
で
、
林
業

研
究
グ
ル
ー
プ
の
方
々
の
指
導
で
間
伐
作

業
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
の
皆
さ
ん

は
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
木
（
ヒ
ノ
キ
）
を
切
り
倒
し
て
い

ま
し
た
。
教
室
に
参
加
し
た
児
童
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、「
林
業
の
大
切
さ
が
わ
か
り

ま
し
た
。」「
初
め
て
の
体
験
で
し
た
が
楽

し
か
っ
た
。」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

小
学
生
を
対
象
に
し
た

　
　

林
業
体
験
学
習
会
開
か
れ
る
!!

森林について講義を受ける児童の皆さん
（総合福祉センターにて）

間伐した木の前で

騙されない！
これが振り込め詐欺の手口！
お金の振り込みを求められたら、必ず誰かに相談を！
＃９１１０（警察相談窓口）または、最寄りの警察署まで

【還付金等詐欺】
ATM機への誘導は注意！
ATM機を使った還付はありません
　社会保険事務所、市役所、税務
署等の職員を名乗った電話によ
り、医療費や税金等が還付される
旨を告げて金融機関に赴かせ、携
帯電話で言葉巧みに指示しながら
ATM機を操作させて犯人側口座
に送金させる詐欺事案。被害者は還付金を受け取ることがで
きるものと思って、犯人の指示どおりATM機を操作する。
被害者は、振り込んでいるつもりはないが、犯人の言葉巧み
な嘘に騙され、ATM機を操作させられ、知らない間に自分の
預金口座から犯人の預金口座に送金させられてしまう。

和歌山県警察・振り込め詐欺等対策本部
(財 ) 和歌山県防犯協議会連合会

振り込めサギ
　　あわてるな　振り込む前に
　　　　　　　　　　まず相談 !!

【オレオレ詐欺】

　電話を利用して、子どもや孫、弁護士や警察官などを装い、
会社でのトラブル・横領等の補填金、借金返済名目や交通事故・
痴漢行為等の示談金名目で、現金を銀行口座等に振り込ませ
て騙し取る詐欺事案。

不審な電話に注意しましょう。
電話を切った後、すぐに振り込まず、まず相談！

【架空請求詐欺】
身に覚えのない請求は無視しましょう。
利用した覚えのない請求は無視しましょう。
　郵便やインターネット・携帯電話のメール等を利用して不
特定多数の者に対し、インターネットのアクセス料金に滞納
や未払いがある、裁判所に訴えるなどと架空の事実を口実と
した料金を請求し、連絡してきた者を言
葉巧みに騙したり、脅したりして現金を
銀行口座に振り込ませる詐欺事案。

【融資保証金詐欺】
あまい融資には注意しましょう。
融資を受ける前には、決して現金を振り込まず、
家族や警察にまず相談
　実際には融資しないのに、融資する旨の
ハガキやファックス、メール等を送りつけ、
融資の申し込みをしてきた相手から保証金
や登録料を名目に、現金を銀行口座に振り
込ませる詐欺事案。
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文
化
財
防
火
デ
ー
の
１
月
26

日
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
野
上
八
幡
宮
と

十
三
神
社
で
、
神
社
と
消
防
本

部
、
地
元
消
防
団
員
が
参
加
し

て
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

訓
練
は
、
境
内
よ
り
出
火
し

た
と
の
想
定
で
、
宮
司
さ
ん
に

よ
る
消
火
器
で
の
初
期
消
火
、

１
１
９
番
通
報
、
境
内
に
設
置

さ
れ
て
い
る
放
水
銃
で
の
放
水

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
財
産
で
あ
る
文
化
財

を
み
ん
な
で
火
災
か
ら
守
り
、

後
世
に
受
け
継
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

２
月
６
日
、
紀
美
野
町
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
が
進
め
る

「
桜
の
植
樹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
美
里
中
学
校
３
年
生（
19
名
）

が
参
加
し
、
卒
業
記
念
植
樹
を

行
な
い
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
で
は
、
町
花
で
も

あ
る
桜
の
植
樹
活
動
で
、
３
世

代
・
１
０
０
年
先
の
景
観
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

神
野
市
場
で
地
元
農
家
の
協

力
を
得
て
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
が
用
意
し
た
シ
ダ
レ
ザ

ク
ラ
な
ど
27
本
の
桜
の
苗
木
を

生
徒
の
皆
さ
ん
が
植
樹
を
し
ま

し
た
。
山
中
大
助
さ
ん
は
、「
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
で
き
う
れ
し
い
。
よ
い
卒
業

記
念
に
な
り
ま
し
た
。
桜
の
花

　

節
分
の
日
の
２
月
３
日

（
火
）、
第
一
・
第
二
保
育
所
で

恒
例
の
「
豆
ま
き
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

保
護
者
が
ふ
ん
す
る
赤
鬼
、

青
鬼
が
登
場
す
る
と
、
最
初
は

怖
が
っ
て
い
た
園
児
た
ち
も
次

第
に
鬼
に
立
ち
向
か
い
、
力

い
っ
ぱ
い
に
「
鬼
は
外
、
福
は

内
」と
鬼
め
が
け
て
豆
を
ま
き
、

鬼
を
追
い
払
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
自
分
の
年
齢
よ
り
一
つ
多

く
の
豆
を
食
べ
、
今
年
一
年
の

健
康
を
祈
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通

安
全
教
室
が
、
２
月
12
日
、
小

畑
西
出
集
会
所
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

海
南
警
察
署
の
尾
保
手
交
通

課
長
に
よ
る
「
海
南
署
管
内
に

お
け
る
交
通
事
故
の
状
況
に
つ

い
て
」、
ま
た
、
南
巡
査
部
長

に
よ
る
「
交
通
事
故
防
止
の
た

め
の
注
意
点
に
つ
い
て
」
の
講

話
と
「
飲
酒
運
転
防
止
啓
発
ビ

デ
オ
」
が
上
映
さ
れ
、
参
加
さ

れ
た
小
畑
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
員
約
40
名
の
皆
さ
ん
は
、
交

通
安
全
に
つ
い
て
再
認
識
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

が
咲
く
頃
、
こ
の
場
所
を
も
う

一
度
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（野上八幡宮）

放水訓練

（十三神社）

桜の苗木を植える生徒たち

鬼めがけて豆をまく園児たち（野上第一保育所）

交通安全について学習する小畑老人クラブの皆さん（小畑西出集会所）

卒
業
記
念
に
桜
を
植
樹
!!

美
里
中
学
校
３
年
生

み
ん
な
で
守
ろ
う
!!  

文
化
財

野
上
八
幡
宮
と
十
三
神
社
で
防
火
訓
練

鬼
は
外
！　

福
は
内
！

野
上
第
一
・
第
二
保
育
所
で
豆
ま
き

交
通
安
全
教
室
開
か
れ
る
!!

小
畑
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
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★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉

教室名 日　　時 場　　所
コアラ ３月１８日（水）９：３０～１１：３０ 子育て支援センター（お散歩）
カンガルー ３月２５日（水）９：３０～１１：００ 総合福祉センター

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

子育て支援センター

自然体験世代交流センター

育児相談

毎 週 月 曜 日 ／ 9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日 ／ 9：00～11：30

鎌滝６３６ （℡４９５－３１２７）　毎月　第２・４週の木曜日／9：30～11：30

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

3月の日程
■場　所：総合福祉センター  ４日・１1日・18日・２５日（毎週水曜日）
■時　間：午前９時～１１時
★母子手帳・健康手帳をお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
　　　保健福祉課  TEL ４８９－９９６０

虐待予防に関する相談窓口 地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８：30～17：30）℡489－9960（直通）
　　　　休日・夜間（17：30以降）℡489－2430
〔場　所〕紀美野町下佐々1408－4  紀美野町総合福祉センター内

★遊びの教室のご案内
〈お申込みは、支援センター　℡489-9711まで〉

○第一保育所：３月３日（火）℡４８９－２１４４
○第二保育所：３月９日（月）℡４８９－４９５３
○小川保育所：３月６日（金）℡４８９－２４０５

○神野保育所：３月　４日（水）℡４９５－２０４９
○毛原保育所：３月１１日（水）℡４９９－０１３１

■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。　　　　　　

※留守の場合は、第二保育所

海 南 保 健 所 だ よ り
事業名 対象・内容等 日時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

３月１０日（火）　　９：００～１１：００
３月２４日（火）　　９：００～１１：００

エイズ検査 エイズの各種相談 ３月１０日（火）　　９：００～１１：００
３月２４日（火）　　９：００～１１：００

検便 ３月１０日（火）　　９：００～１１：００
３月２４日（火）　　９：００～１１：００

こころの健康相談 心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

３月　５日（木）　１４：００～
３月１１日（水）　　９：００～
３月１９日（木）　１３：３０～
※予約制です。

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

３月１０日（火）　１０：００～１１：００
３月２４日（火）　１０：００～１１：００
※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　  ９：００～１７：００
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障がい者巡回相談のお知らせ
　指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　障がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護の
ための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

お問い合わせは保健福祉課まで（℡４８９－９９６０）

対　象　者 月　日 場　所・時　間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方 3月　3日（火） 美里支所　　　　　　 9時 30 分～正午　　

総合福祉センター　　13 時 30 分～ 16 時

　野上厚生病院内
　相談支援事業所
　℡ 489-2908

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

3月 18 日（水） 美里支所　　　　　　 9時 30 分～正午
総合福祉センター　　13 時 30 分～ 16 時

　療育センターA
あおい

OI
　℡ 483-0454

健康づくりコーナー
知ってください！！あなたの町の見守りネットワーク

きみのネットワーク委員会
紀美野町にはきみのネットワーク委員会が設置されています。

Q. きみのネットワーク委員会ってなに？
A. 明るい紀美野町をみんなでつくっていこう！というもので、保健福祉課内に事務局があります。

Q. どんな人が委員なの？
A. 医師や民生児童委員を始め、高齢者・子ども・障害者・女性団体の会長など各分野で活動されている31名のメンバー
で構成されています。

Q. 地域での見守りとは、何をすればいいの？
A. 難しいことではありません。
まずはあいさつ・声かけからスタートしましょう！！それが見守りにつながります。

Q. どんなことをしているの？
A. ① 保健福祉課に寄せられた様々な相談について報告し、
② 委員の方からご意見をいただき、どうすれば住みやすい町になるかについて話し合い、
③ 地域でお互いを温かく見守る、見守りネットワークを広げるよう働きかけます。

ヘルシー料理にチャレンジ！（料理教室 Part.7）
　健康体を取り戻したいメタボの方も、健康体を維持したい方も、
もっと健康になりたい方も、まずは『望ましい食習慣』を身に
つけることが一番！
　健康になれる食事や食習慣について、皆で一緒に学び
ましょう。

日  時 ３月１６日（月）
午前９時３０分～昼食終了まで

場  所 総合福祉センター（調理実習室）

内  容 春野菜たっぷりで、やせやすい体質に！

持ってくる物 エプロン、三角巾、（持ち帰り用容器）

定　員 ２０名

申し込み
締め切り

３月１1日（水）
※但し、申込者多数の場合は抽選により
決めさせていただきます。

申込み先 保健福祉課（℡４８９－９９６０）

 

※栄養士の山野です。

同じ具材でも、調理法でヘルシーに！
ヘルシー料理のコツ！お教えします！

「最近○○さん、顔を見せなくなったわ」「天気もいいのにここ３、４日洗濯物も干してないわ」など、どんな些細なこ
とでも気軽にご連絡・ご相談ください。（連絡くださった方にご迷惑をおかけすることはありません。）もちろんご自身
のことでも結構です。また、明るいまちづくりに関する提案等もお待ちしております。

住所：紀美野町下佐々1408-4（紀美野町総合福祉センター）
電話：４８９－９９６０（平日8：30～ 17：30）
　　　４８９－２４３０（17：30以降・休日）

★健康・介護・福祉・暮らしの相談窓口★
　紀美野町地域包括支援センター
　（紀美野町保健福祉課内）
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◎
町
税
等
の
納
付
に
つ
い
て

　

３
月
31
日
納
期
限
で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
分

・
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）

  

第
５
期
分

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普  

  

通
徴
収
分
）
９
期
分

◎
納
税
に
は
便
利
で
安
全
、
確
実

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◎
家
屋
取
り
こ
わ
し
届
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
１
月
１
日
ま
で
に
取

り
こ
わ
し
た
家
屋
で
、
ま
だ
取
り

こ
わ
し
届
を
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
早
急
に
税
務
課
ま
で
お
届
け

く
だ
さ
い
。

◎
土
地
地
目
の
現
況
を
変
更
さ
れ

た
方
へ

　

平
成
21
年
１
月
１
日
ま
で
に
土

地
地
目
の
現
況
を
変
更
さ
れ
た
方

で
平
成
20
年
中
に
地
目
変
更
登
記

等
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
軽
自
動
車
の
廃
車
届
は
お
す
み

で
す
か

　

次
の
場
合
は
必
ず
届
出
を
し
て

下
さ
い
。

◆
車
は
す
で
に
な
い
が
、
廃
車
届

　

を
出
し
て
い
な
い
。

◆
車
は
他
人
に
譲
っ
た
が
、
名
義

　

変
更
を
し
て
い
な
い
。

◆
所
有
者
が
町
外
へ
転
出
し
た

が
、
車
の
住
所
変
更
の
届
出
を

し
て
い
な
い
。

届
出
先

①
原
動
機
付
自
転
車

　
（
総
排
気
量
１
２
５
cc
以
下
）

　

及
び
小
型
特
殊
自
動
車

　

紀
美
野
町
役
場（
本
庁
）税
務
課

　

℡
４
８
９―

５
９
０
５

　

美
里
支
所
総
務
・
税
務
室

　

℡
４
９
５―

３
４
６
５

②
総
排
気
量
１
２
５
cc
を
超
え
る

　

２
輪
車

　

陸
運
事
務
所

　

℡
０
５
０―

５
５
４
０―
 

２
０
６
５

③
軽
３
輪
・
軽
４
輪

　

和
歌
山
県
軽
自
動
車
検
査
協
会

　

℡
４
３
３―

２
１
４
０

※
尚
３
月
31
日
ま
で
に
手
続
き
を

済
ま
さ
れ
な
い
場
合
、
平
成
21
年

度
も
現
状
の
ま
ま
課
税
さ
れ
ま

す
。

◎
委
任
状
等
が
必
要
で
す

　

本
人
以
外
の
方
（
夫
婦
や
親
子

間
で
も
同
様
で
す
）が
所
得
証
明
、

資
産
証
明
、
納
税
証
明
、
非
課
税

証
明
な
ど
の
各
種
証
明
を
請
求
さ

れ
る
時
は
、
同
意
書
か
委
任
状
を

提
出
し
て
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　
（
℡
４
８
９―

５
９
０
５
）

　

愛
が
ん
飼
養
目
的
で
捕
獲
で
き
る
鳥
は
、
７
月
か

ら
の
メ
ジ
ロ
の
み
で
、
飼
養
で
き
る
の
は
１
世
帯
１

羽
で
す
。（
４
月
〜
６
月
は
捕
獲
禁
止
で
す
。）

　

捕
獲
許
可
＝
海
草
振
興
局
健
康

　
　
　
　
　
　

福
祉
部
衛
生
環
境
課

　

飼
養
登
録
＝
紀
美
野
町
役
場

税
務
課（
室
）か
ら
の

　
　
　
　
　

 
お
知
ら
せ

学生のみなさん、
学生納付特例制度をご存知ですか？
　国民年金は、２０歳以上６０歳未満のすべての方が加入す
る制度です。学生であっても保険料の納付義務があります。
国民年金保険料をきちんと納付することは、老後の年金受給
権を確保するだけでなく、在学中に病気やケガにより障害の
状態になったとき、障害基礎年金を受給するための備えとな
ります。
　一般に学生の方は、収入がないか、その額が低いと考えら
れます。そこで、前年度の所得が一定以下の学生の方が、申
請により保険料の納付が猶予される学生納付特例制度が設け
られています。学生納付特例を受けた期間は、将来受ける年
金の受給資格期間に算入されますが、年金額には反映されま
せん。
　学生納付特例の申請手続き先は、お住まいの市町村役場や
社会保険事務所等です。確認書類として、最近の在学証明書
や学生証が必要となります。

前年度より引き続き
「学生納付特例制度」をご利用される方へ
　平成２０年度において学生納付特例制度により、保険料納付
を猶予されている方で、引き続き平成２１年度も在学予定の方
には、社会保険庁から申請はがきを送付いたします。申請はが
きに必要事項をご記入の上、返送していただくことにより、平
成２１年度（平成２１年４月～平成２２年３月）についても在
学証明書や学生証の写しを添付していただくことなく学生納付
特例申請を行うことができます。
（申請については平成２１年４月中に必ず提出して下さい）
　ただし、在学される学校等に変更のある方などは、改めて在
学の事実等について確認する必要があるため、この申請はがき
は使えません。住所地の市町村役場又はお近くの社会保険事務
所にご相談ください。
（はじめて学生納付特例の申請をされたのが、平成２１年２月
以降の方には平成２１年度申請はがき送付が、時期的に間に合
わないため、従来通りの申請が必要となる場合がございます。）

平成20年度  紀美野町における有害鳥獣捕獲事業の実績について ☆
鳥
獣
捕
獲
許
可
・
飼
養

　

 　
　
　
　
　

 

登
録
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

　紀美野町では、年々増加する野生の鳥獣による農作物や生活環境への被害対策として紀
美野町猟友会等のご協力をいただきながら、平成２０年度有害鳥獣捕獲事業を下記の通り
実施しました。
　この事業は、被害の原因となる野生の鳥獣の個体数を減少させ、被害を軽減することを
目的として実施するものであり、野生の鳥獣が、耕作地へ立ち入るのを阻止するものでは
ありません。
　鳥獣による被害の多発する耕作地においては、金網や電気柵等防護柵の設置を推奨しま
す。なお防護柵の設置については、県または町の補助制度もございますので、下記お問い
合わせ先へご相談の上ご活用ください。

鳥　獣　名 実施期間 捕　獲　数 備　　　　　　考
イノシシ ４月～１２月 ２３６頭 平成１９年度　１３７頭
カラス ４月～１０月 　３０羽 平成１９年度　　　２羽

（お問合せ先）
紀美野町産業課　℡４８９－５９０１　　紀美野町産業建設室　℡４９５－３４６２

学生納付特例制度
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近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職

員
統
一
採
用
試
験
の
試
験
案
内
の

配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。

受
験
資
格
‥
昭
和
55
年
４
月
２
日

　
　
　
　
　

以
降
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
間
‥
４
月
１
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　

４
月
10
日
（
金
）

第
一
次
試
験
日
‥
５
月
17
日（
日
）

　

詳
し
く
は
左
記
の
事
務
室
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職

員
統
一
採
用
試
験
事
務
室

℡
０
７
５―

７
５
３―

２
２
２
７

〜
２
２
３
０

　

就
職
に
有
利
な
専
門
的
知
識
や

技
能
を
習
得
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

・
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科 

・
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

・
ビ
ル
管
理
科

訓
練
期
間

　

４
月
３
日 （
金
）

 

〜
９
月
29
日 （
火
）

募
集
期
間

　

２
月
６
日（
金
）〜
３
月
６
日 （
金
） 

受
講
料

　

無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等

は
自
己
負
担
）

問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
和
歌
山
セ
ン
タ
ー
訓
練
課

℡
０
７
３（
４
６
１
）５
６
４
９

臨時介護職員・臨時看護職員
募集について

国
立
大
学
法
人
等
職
員
統

一
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

職
業
訓
練
生
の
募
集

防衛省からのお知らせ
募集種目 受付締切等 応募資格（年齢）

２等陸・海・空士（男子） 随時受付 １８歳以上２７歳未満の男子
予備自衛官補（一般） ４月１３日（月） １８歳以上３４歳未満の男女

予備自衛官補（技能） ４月１３日（月）

１８歳以上５３歳未満の男女
（語学・整備・情報処理・通信・電気・建設・衛生の技術区分の国家免許
資格等を有する者）
※国家免許資格の詳細はお問い合わせ下さい。

問い合わせ
自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所 
〒 649-0316　和歌山県有田市宮崎町106-2

TEL　0737-82-6631
E-MAIL　recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp

職　　種 採用予定者数 応募資格 年齢
臨時介護職員 若干名 特に問わない 制限なし

臨時看護職員 若干名 看護師又は准看護
師免許を有する者 制限なし

（※介護職員については、資格取得に伴う援助制度有）

勤務場所　　　　
　　　

海草郡紀美野町下佐々１４０８番地７
特別養護老人ホームやすらぎ園内

選考方法 面接試験
選考日 随時
社会保険の加入 有
雇用保険 日額で契約する職員

※月額で契約する職員となった場合
は、和歌山県市町村職員退職手当事務
組合に加入のため雇用保険には加入で
きません。

待遇　　　　　　
　

介護職員　　日額     8,000円
看護職員　　日額　10,000円
准看護職員　日額     9,000円
【各種手当】
通勤手当・時間外勤務手当・夜間勤務
手当・休日勤務手当
※6ヶ月経過後月額職員に登用の途有り

待遇（月額職員） 介護職員　　160,000円
看護職員　　200,000円
准看護職員　180,000円
【各種手当】
通勤手当・時間外勤務手当・夜間勤務
手当・休日勤務手当
6月・12月割増賃金　各1ヶ月
※昇給制度有

問合せ先　　　　 特別養護老人ホームやすらぎ園事務局
TEL：073-489-3631

町営住宅入居者募集について
　下記により町営住宅入居者の募集を行います。応募に際し
入居資格等が定められておりますので、詳しくは申込要領を
ご覧下さい。なお、申込要領は役場本庁及び支所で配布して
おります。

団地・室名 町営住宅毛原宮団地203号室（1戸）
平成６年築

所在地 紀美野町毛原宮231番地
間取り 洋室（2）、和室（1）、ＬＤＫ、風呂、トイレ
敷金 家賃の3箇月分

団地・室名 町営住宅下佐々第４団地　15号室（1戸）
昭和44年築

所在地 紀美野町下佐々821番地
間取り 和室（2）、ＤＫ、風呂、トイレ
敷金 家賃の3箇月分

募集期間：平成21年3月2日（月）～12日（木）　　
　　　午後5時30分（必着・郵送可）

入居資格等について（詳しくは要領をご覧ください。）

同居又は同居しようとする親族があること。
60歳以上又は昭和31年4月1日以前に生まれた方、
また障害をお持ちの方や生活保護受給者の方は単身者で申
込むことができる場合があります。
申込世帯員全員の政令月収額200,000円以下であるこ
と。（裁量世帯については268,000円以下であること。）
（政令月収額の算定方法について詳しくは要領をご覧くだ
さい。）
現在、住宅に困窮している方。
申込時までの住民税、固定資産税、国民健康保険税等を滞
納していないこと。
家賃、敷金を支払う能力があること。
入居申込者及びその同居者が暴力団員による不当な行為の
防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条第
6号に規定する暴力団員でないこと。

（1）

（2）

（3）
（4）

（5）
（6）
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山　
　

彦　
　
　

第
44
号

「
生
涯
学
習
に
思
う
こ
と
」

　

平
成
二
十
年
度
も
最
後
の
月

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
、

各
公
民
館
で
の
講
座
や
、
い
ろ

い
ろ
な
行
事
に
参
加
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
一
年
間
で
学
ん
だ

り
、
講
演
で
聞
い
た
り
し
た
内

容
が
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き

た
で
し
ょ
う
か
。
生
涯
に
渡

り
、
自
由
な
意
思
で
そ
れ
ぞ
れ

に
あ
っ
た
方
法
で
学
習
す
る
こ

と
も
教
育
の
一
部
と
考
え
る
と
、

地
域
社
会
で
行
わ
れ
る
活
動
の

重
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
地
域
で
の

学
習
が
、
そ
の
人
の
人
生
を
明

る
く
輝
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

幅
広
い
年
齢
の
方
々
に
、
生
涯

学
習
の
意
義
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
充
実
し
た
活
動
と
な
る

よ
う
、
二
十
一
年
度
も
い
ろ
い

ろ
な
行
事
を
計
画
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
学
習
な

ど
の
場
を
持
つ
こ
と
で
、
地
域

住
民
の
つ
な
が
り
が
ま
す
ま
す

深
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
完
成

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト　

３
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）

　

平
成
19
年
度
か
ら
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
整
備
を
進
め
て
き
た
総
合

運
動
場
の
改
修
工
事
が
完
了
し

「
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、

竣
工
を
記
念
し
、
式
典
及
び
各

種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

竣
工
式

○
日
時　

３
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

○
場
所　

多
目
的
人
工
芝
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
雨
天
時
は
体
育
館
）

○
内
容　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
記

念
植
樹
等

ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業

○
日
時　

３
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜

○
場
所　

多
目
的
人
工
芝
グ
ラ

ウ
ン
ド

○
内
容　

和
歌
山
県
内
の
高
校

生
チ
ー
ム
に
よ
る
ホ
ッ
ケ
ー
交

流
試
合
と
ホ
ッ
ケ
ー
体
験
教
室

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

■
野
球
教
室

○
日
時　

３
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜

○
場
所　

多
目
的
運
動
広
場

○
内
容　

紀
州
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

に
よ
る
少
年
野
球
教
室

■
サ
ッ
カ
ー
教
室

○
日
時　

３
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

○
場
所　

多
目
的
人
工
芝
グ
ラ

ウ
ン
ド

○
内
容　

元
ヤ
ン
マ
ー
（
現
セ

レ
ッ
ソ
大
阪
）
プ
ロ
契
約
選
手

の
西
出
拓
司
さ
ん
に
よ
る
少
年

サ
ッ
カ
ー
教
室

■
陸
上
教
室

○
日
時　

３
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

○
場
所　

多
目
的
運
動
広
場

○
内
容　

有
名
選
手（
予
定
）に

よ
る
陸
上
教
室

※
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
及
び
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
雨
天
の
場

合
、
中
止
に
な
る
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
。
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図
書
室
だ
よ
り

３
月
の
天
文
教
室

「
エ
コ
講
座（
燃
料
電
池
編
）」

３
月
21
日
（
土
）

午
後
２
時
〜（
約
１
時
間
半
）

　

環
境
は
21
世
紀
人
類
の
課

題
。
難
し
い
け
れ
ど
逆
に
力
を

発
揮
す
べ
き
舞
台
で
す
。風
力
・

太
陽
光
、
水
素
サ
イ
ク
ル
・・・・

ま
ず
は
キ
ー
と
な
る
燃
料
電
池

を
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
要
申
込
み（
工
作
費
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　

定
員
15
名

■
問
合
せ　

み
さ
と
天
文
台

お
は
な
し
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

３
月
４
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　

１
時
間

（「
ほ
た
る
」
の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

３
月
11
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

（「
野
い
ち
ご
の
会
」
の
皆

さ
ん
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

中
原
龍
一
郎（
１
歳
）

坂
口
琳
基（
神
野
保
）

堂
西
玲
菜（
神
野
保
）

新
谷
亮
実（
下
小
１
年
）

東
浦
萌
絵（
下
小
２
年
）

【
三
百
冊
】

中
部
屋
歩
未（
下
小
１
年
）

松
本
紘
槻（
下
小
４
年
）

放
課
後
こ
ど
も
教
室

　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

き
み
の
児
童
合
唱
団

定
期
演
奏
会

４
月
12
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
開
演

（
30
分
前
開
場
）

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー

　

歌
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
、
一

年
間
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
ご
来
場
く
だ
さ

い
。（
詳
細
は
４
月
号
に
掲
載
）

新
刊
紹
介

中
央
公
民
館

■
「
ポ
ト
ス
ラ
イ
ム
の
舟
」

津
村
記
久
子
・
著

■
「
粗
茶
を
一
服
」

山
本
一
力
・
著

■
「
森
に
眠
る
魚
」角田

光
代･

著

■
「
利
休
に
た
ず
ね
よ
」

山
本
兼
一
・
著

■
「
少
女
」　

湊
か
な
え
・
著

■
「
群
青
」
宮
木
あ
や
子
・
著

■
「
た
ま
の
ス
ー
パ
ー
駅
長
だ

よ
り
」　　
　

坂
田
智
昭
・
著

■
「
読
め
そ
う
で
読
め
な
い
間

違
い
や
す
い
漢
字
」

出
口
宗
和
・
著

■
「
国
境
線
の
謎
が
分
か
る

本
」　　
　
　

吉
田
一
郎
・
著

■
「
世
界
を
動
か
し
た
塩
の
物

語
」

マ
ー
ク
・
カ
ー
ラ
ン
ス
キ
ー
・
著

■
「
ね
む
り
の
は
な
し
」

ポ
ー
ル･

シ
ャ
ワ
ー
ズ
・
著

■
「
そ
ば
が
ら
じ
さ
ま
と
ま
め

じ
さ
ま
」　　

小
林
輝
子
・
著

■
「
ど
う
す
る
ど
う
す
る
あ
な

の
な
か
」き

む
ら
ゆ
う
い
ち
・
著他

文
化
セ
ン
タ
ー

■
「
悼
む
人
」

天
童
荒
太
・
著

■
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
身
代

金
」　　
　
　

奥
田
英
朗
・
著

■
「
彼
岸
花
」宇

江
佐
真
理
・
著

■
「
あ
し
た
吹
く
風
」

あ
さ
の
あ
つ
こ
・
著

■
「
き
つ
ね
と
私
の
12
か
月
」

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
リ
ノ
ー
・
著

■
「
家
庭
教
師
り
ん
子
さ
ん
が

行
く
！
」　　

加
藤
純
子
・
著

■
「
ヤ
カ
ン
の
お
か
ん
と
フ
ト

ン
の
お
と
ん
」　

赤
川
明
・
著

■
「
は
ず
か
し
が
り
や
の
れ
ん

こ
ん
く
ん
」
長
野
ヒ
デ
子
・
著他

新
サ
ー
ク
ル
紹
介（
中
央
公
民
館
）

フ
ラ
サ
ー
ク
ル「
ア
ロ
ハ
」

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・

文
化
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）

で
、
月
曜
〜
金
曜
の
放
課
後
を

楽
し
く
過
ご
そ
う
！

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

４
日　

パ
ズ
ル
で
覚
え
よ
う
！

日
本
地
図
・
世
界
地
図

11
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
（
野
い
ち
ご
の
会
）

18
・
25
日　

魔
法
の
板
・
カ
プ

ラ
で
遊
ぼ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

４
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
（
ほ
た
る
）

11
日　

パ
ズ
ル
で
覚
え
よ
う
！

　
　

日
本
地
図
・
世
界
地
図

18
・
25
日　

魔
法
の
板
・
カ
プ

ラ
で
遊
ぼ
う

【
移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
小
川
地
区
公
民
館

６
日　

午
後
３
時

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

人
形
劇
（
ひ
ま
わ
り
の

た
ね
）

　

２
年
前
か
ら
活
動
を
始
め
た

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
の
サ
ー
ク
ル

か
ら
、今
回
新
た
に
夜
の
部「
ア

ロ
ハ
」
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。

　

新
サ
ー
ク
ル
で
は
初
歩
の

レ
ッ
ス
ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
新
た
に
フ
ラ
を
習
い
た
い

方
や
、
昼
間
の
サ
ー
ク
ル
に
お

仕
事
な
ど
で
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
、
こ
の
機
会
に
フ
ラ
を
始

め
ま
せ
ん
か
？
小
・
中
学
生
の

お
子
さ
ん
の
入
会
も
歓
迎
し
ま

す
。
ぜ
ひ
親
子
で
フ
ラ
を
習
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

レ
ッ
ス
ン
は
、
４
月
よ
り
、

毎
月
第
１･

３
金
曜
日
午
後
７

時
30
分
か
ら
、
中
央
公
民
館
和

室
で
開
催
し
ま
す
。
現
在
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

生
徒
総
合
発
表
会
２
０
０
９

３
月
15
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

■
内
容

第
一
部　

演
劇
「
銀
河
旋
律
」

第
二
部　

コ
ン
サ
ー
ト
（
軽
音

バ
ン
ド
・
日
本
舞
踊
・
ダ
ン
ス
・

タ
ッ
プ
）

※
当
日
、
岩
出
駅
、
貴
志
駅
か

ら
送
迎
あ
り
（
要
予
約
）

※
入
場
無
料
で
す
。

■
問
合
せ

学
校
法
人　

り
ら
創
造
芸
術
学
園

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

（
電
話
４
９
７―
９
１
１
１
）
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
三
十
五

「
ご
先
祖
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
？
」

　

昔
か
ら
ど
こ
で
も
村
の
お
宮
さ

ん
は
、
お
伊
勢
さ
ん
の
よ
う
に
、

二
十
年
ご
と
に
改
築
し
た
よ
う

で
、毛
原
の
狩
場
明
神
社
に
は「
宮

移
し
」
と
か
「
造
宮
記
録
」
と
い

う
江
戸
時
代
の
古
文
書
が
三
十
点

ほ
ど
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
戸

数
二
百
軒
ほ
ど
の
毛
原
村
で

も
、
そ
の
た
び
に
今
の
お
金
で

二
、三
千
万
円
ほ
ど
費
や
し
て
改

築
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。

　

と
こ
ろ
で
経
費
は
と
も
か
く
、

問
題
は
上じ

ょ
う
せ
ん
ぐ
う

遷
宮
（
竣
工
式
）
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
今
は
「
餅

ま
き
」
と
「
幟の

ぼ
り
あ
げ
」
で
す
が
、

昔
は
な
ん
と
「
能
狂
言
」
を
上
演

し
た
よ
う
で
す
。
し
か
も
プ
ロ
の

能
楽
師
一
座
を
招
い
て
・
・
演
目

に
は
「
敦あ

つ

盛も
り

」「
船ふ

な
べ
ん
け
い

弁
慶
」
な
ど

現
代
で
も
人
気
の
定
番
が
並
ん
で

い
ま
す
。（
写
真
）

　

能
と
い
え
ば
中
世
貴
族
や
上
級

武
士
に
愛
好
さ
れ
た
芸
能
で
、
現

代
で
も
庶
民
に
は
ち
ょ
っ
と
縁
遠

い
お
上
品
な
印
象
な
の
で
、
ご
先

祖
に
は
失
礼
な
が
ら
い
さ
さ
か
意

外
・
・
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
し
か

も
能
興
行
の
経
費
と
し
て
総
事
業

費
の
三
分
の
一
く
ら
い
割
い
て
い

ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
代
に
す
る
と
一

戸
当
た
り
四
万
か
ら
五
万
円
ほ
ど

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
ご
く
当
た

り
前
に
や
っ
て
い
た
と
す
る
と
、

ご
先
祖
は
た
い
そ
う
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
趣
味
を
お
持
ち
だ
っ
た
よ
う

で
・
・
・
。

　

さ
て
、
能
楽
師
一
座
は
ど
こ
か

ら
来
る
か
、
和
歌
山
で
も
な
い
大

阪
で
も
な
い
、
こ
れ
ま
た
意
外
、

吉
野
の
山
中
大
峯
山
の
ふ
も
と
天

川
村
か
ら
や
っ
て
き
ま
す
。
多
い

と
き
に
は
四
十
人
少
な
く
て
も

二
十
人
編
成
の
一
座
が
高
野
山
を

越
え
て
乗
り
込
ん
で
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
な
ぜ
天
川
な
の
か
・・

と
り
あ
え
ず
私
は
バ
イ
ク
で
高
野

山
を
越
え
林
道
を
東
へ
七
十
キ

ロ
、天
川
村
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

三
百
ペ
ー
ジ
も
あ
る
天
川
郷
土
史

を
買
う
羽
目
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
お
か
げ
で
疑
問
は
解
け

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
・・・

　

天
川
村
は
古
来
、
吉
野
・

熊
野
・
高
野
を
結
ぶ
修
験
道

の
要
地
で
、
南
北
朝
時
代
は

吉
野
朝
廷
を
支
え
た
こ
と
、

南
北
統
一
に
あ
た
っ
て
は
足

利
義
満
が
天
川
村
に
能
舞
台

つ
き
の
弁
財
天
社
を
造
営
し

た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
、「
天

川
村
は
日
本
能
楽
発
祥
の
地

で
あ
る
」
と
言
い
切
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
秀
吉
が
吉
野

の
観
桜
能
で
使
っ
た
衣
装
を

弁
財
天
に
寄
進
し
た
と
か
、
さ
ら

に
は
大
阪
夏
の
陣
を
避
け
た
能
楽

師
喜
多
六
平
太
が
、
三
年
間
天
川

村
に
隠
棲
し
て
村
人
に
手
ほ
ど
き

を
し
た
と
あ
り
、
も
と
も
と
南
朝

の
貴
族
文
化
の
素
地
の
あ
っ
た
と

こ
ろ
へ
プ
ロ
能
楽
師
の
指
導
が
加

わ
っ
て
、
能
楽
は
天
川
村
の
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
「
郷
土
芸
能
」
と
し
て

定
着
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
い
う
わ
け
で
、
農
閑
期
の
暇
つ

ぶ
し
で
な
く
、
プ
ロ
と
し
て
通
用

す
る
技
能
を
持
っ
た
天
川
能
は
、

事
あ
る
ご
と
に
各
地
に
招
か
れ
た

と
見
え
、
年
に
よ
っ
て
は
、
毛
原

の
ス
テ
ー
ジ
終
了
後
も
天
川
へ
は

帰
ら
ず
、
他
村
へ
巡
業
を
続
け
た

記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

（
町
誌
編
纂
室
・
森
下
）

「
高
齢
者
学
級
を
終
え
て
」

　

こ
ん
に
ち
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ

＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ダ
ン
ス
で
す
。

　

私
た
ち
は
毎
月
第
１
・
３
・
４

土
曜
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
朝
10
時
か
ら
12
時
ま
で

レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。
筋
力

ア
ッ
プ
と
健
康
保
持
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始
ま
り
、

ヨ
ガ
な
ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら

体
を
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
ダ
ン
ス
を
す
る
の

で
す
が
、
最
初
に
基
本
を
し
て

い
る
の
で
、
踊
り
や
す
い
で
す
。

み
ん
な
、
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
、
体
験
し

て
み
た
い
方
は
、
一
度
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
高
齢
者
学
級
は
、

柴
目
・
長
谷
・
有
ノ
木
地
区
、

及
び
長
谷
毛
原
地
区
を
対
象
に

行
い
ま
し
た
。
食
生
活
や
健
康
、

交
通
安
全
、
医
療
制
度
な
ど
に

関
す
る
お
話
を
聞
い
た
り
、
皆

さ
ん
で
カ
ラ
オ
ケ
や
寄
せ
植
え

を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　
「
普
段
は
一
人
き
り
な
の
で
、

た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
で
き
て

よ
か
っ
た
」「
日
々
の
健
康
に
役

立
つ
お
話
が
き
け
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
回
の
健
康
に
関

す
る
お
話
で
は
、
皆
さ
ん
に
大

い
に
笑
っ
て
い
た
だ
き
、
大
盛

況
で
し
た
。〝
笑
〞を
大
切
に
、
皆

さ
ん
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

老
人
会
は
じ
め
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
ス
ト
レ
ッ
チ
＆

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ダ
ン
ス
」

文
化
十
年（
１
８
１
３
）の
能
狂
言
番
組
・
毛
原
丹
生
神
社
蔵
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本
校
は
、
今
年
度
か
ら
県
が

進
め
て
い
る
「
地
域
共
育
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
」
の
指
定

を
受
け
、
中
学
校
区
の
本
部

と
し
て
、保
護
者
・
地
域
と
「
共

に
育
つ
」
こ
と
を
目
指
し
て
、

種
々
の
取
組
を
展
開
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、「
野
上

花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
計
画
し

ま
し
た
。
地
域
の
指
導
者
の

方
を
お
招
き
し
て
、「
み
さ
と

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園
」
か
ら
い
た

だ
い
た
球
根
を
全
校
生
徒
の
手

で
植
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
だ
よ
り

「
野
上
中
学
校
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園
」

を
お
楽
し
み
に
・・・

紀
美
野
町
立
野
上
中
学
校

天
文
台
だ
よ
り

「
大　

学　

生
」

　

歌
の
小
道

見
開
き
し
神
馬
の
眼
淑し
ゅ
っ
き気
満
つ　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

親
し
み
て
遠
き
星
な
り
寒
か
ん
す
ば
る
昴　
　
　

 　
　
　
　
　
　

  

鈴
木
惇
子

鬼
瓦
四よ

も方
を
見
据す

ゑ
て
春
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

穴
掘
れ
ば
水
の
寄
せ
く
る
蓮
根
掘　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

寒
紅
や
試
歩
の
夫
に
肩
を
貸
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
幸
子

涸
れ
池
の
風
に
素
肌
を
乾
か
せ
て　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

松
の
内
過
ぎ
て
通
院
始
ま
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
亜
以
子

窓
を
開
け
れ
ば
笹さ
さ
な
き鳴
の
消
え
に
け
り　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

父
在
ら
ば
雪
見
の
酒
を
酌
む
こ
と
も　
　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

畑
掘
る
頭
上
に
ほ
の
か
香
し
き

　
　
　

梅
が
ち
ら
ほ
ら
春
の
訪
れ　
　
　
　
　
　
　
　

阪
上
松
作

急
患
の
声
を
聞
き
い
れ
ば
や
さ
し
さ
の

　
　
　

笑
顔
も
消
え
し
き
び
し
き
ナ
ー
ス　
　
　
　

笹
田
美
代
子

斑
雪
降
り
て
は
消
ゆ
る
午
後
三
時

　
　
　

ふ
ろ
ふ
き
大
根
煮
込
み
て
ゐ
た
り　
　
　
　

貝
野
千
鶴
子

柚
子
の
香
の
厨
に
み
ち
て
柚
子
ジ
ャ
ム
の

　
　
　

工
程
半
ば
の
ひ
と
日
が
終
る　
　
　
　
　
　

角
谷
と
し
み

香
や
色
に
道
行
く
人
を
止と
ど

め
咲
く

　
　
　

一ひ
と
も
と本
臘ろ
う
ば
い梅
切
り
岸
の
上　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
西
葉
子

太
陽
が
こ
ん
な
に
も
暖あ

っ
た
か
い
と

　
　
　

感
じ
た
本
屋
ま
で
の
小
し
ょ
う
せ
つ
雪
の
日

　
　
　

（
太
陽
暦
で
11
月
22
・
23
日
頃
）　
　
　
　
　
　

河
野
昭
子

麻
痺
の
身
に
ず
っ
し
り
重
い
曾
孫
抱
く

　
　
　

村
中
見
せ
て
歩
い
て
み
た
し　
　
　
　
　
　
　

椎
山
初
子

雪
中
に
凛
と
咲
き
い
る
冬ふ
ゆ

薔そ

う

び薇

　
　
　

紅
耀か
が
やか
せ
蕾
抱
き
お
り　
　
　
　
　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

万
葉
の
恋
歌
聞
き
つ
つ
大
寒
の

　
　
　

氷
雨
降
る
午
後
ひ
と
り
鎮し
ず

も
る　
　
　
　
　

西
山
カ
ズ
ヱ

ぶ
つ
か
り
も
か
ら
み
も
な
く
て
風
に
舞
う

　
　
　

梅
花
の
如
き
美う
る

わ
し
の
雪　
　
　
　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

研
究
員　

小
澤
友
彦

　

み
さ
と
天
文
台
に
は
、
多
く

の
大
学
生
が
来
ま
す
。
和
歌
山

大
学
を
中
心
に
、
大
阪
や
遠
く

は
関
東
に
九
州
か
ら
も
。

　

大
学
生
達
は
そ
れ
ぞ
れ
、
目

的
を
持
っ
て
天
文
台
に
来
ま

す
。
理
科
の
先
生
を
目
指
し
て

経
験
を
積
む
た
め
に
。
科
学
館

や
博
物
館
の
学
芸
員
を
目
指
す

た
め
の
実
習
と
し
て
。
ま
た
自

身
の
研
究
に
必
要
な
大
型
望
遠

鏡
や
８
ｍ
電
波
望
遠
鏡
で
の
天

体
観
測
と
し
て
。
慣
れ
な
い
場

所
で
、
目
標
に
向
か
っ
て
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
と
な
る
和
歌
山
大
学
か

ら
は
、
毎
年
の
よ
う
に
来
て
く

れ
ま
す
。
特
に
教
育
学
部
天
文

ゼ
ミ
の
学
生
に
は
、
そ
の
専
門

性
を
活
か
し
て
、
星
の
解
説
を

お
手
伝
い
頂
き
ま
す
。
市
内
か

ら
一
時
間
。
帰
り
も
遅
く
、
土

日
祝
が
中
心
と
な
る
解
説
は
、

容
易
な
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
れ
で
も
学
生
自
身
が
描

く
自
分
の
あ
る
べ
き
姿
を
目
指

し
て
、
日
々
努
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
が
天
文
台
を
訪
れ

た
時
、
き
っ
と
笑
顔
で
迎
え
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
学
生
の
皆

さ
ん
の
頑
張
り
を
、
是
非
一
度

見
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

生
徒
は
、
慣
れ
な
い
軍
手
を

さ
し
て
、
教
わ
っ
た
と
お
り
に

丁
寧
に
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
体
験
す
る
生
徒
も
多

か
っ
た
よ
う
で
、
半
分
地
上
に

出
て
い
る
よ
う
な
球
根
も
あ
っ

た
り
、
上
下
逆
さ
ま
に
な
っ
て

い
た
り
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

し
た
が
、「
い
い
体
験
」
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

今
は
、
随
分
頭
（
芽
）
を
出

し
た
球
根
が
春
の
訪
れ
を
待
ち

わ
び
て
い
る
よ
う
で
、
４
月
に

新
入
生
を
迎
え
る
よ
う
に
、
き

れ
い
な
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲

き
乱
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

春
に
は
、
是
非
「
野
上
中
学

校
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園
」
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

お話の準備を進める学生達
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１月の消防の動き
●火災発生件数…０件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 28（　） （　） 28（　）
一 般 負 傷 ５（１） （　） ５（１）
交 通 事 故 ３（　） （　） ３（　）
そ の 他 ７（　） （　） ７（　）
合 計 43（１） （　） 43（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
21
年
４
月
５
日
（
日
曜
日
）

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９―

６
３
０
２
）

　

平
成
21
年
３
月
１
日
（
日
）

か
ら
７
日
（
土
）
ま
で
の
７
日

間
に
わ
た
り
、全
国
一
斉
に「
春

の
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想

の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
に

よ
り
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
住
民
一
人
ひ
と

り
が
こ
の
運
動
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
日
頃
か
ら
身
近
な
家
庭
、

地
域
、
職
場
等
に
お
い
て
防
火

を
心
掛
け
る
こ
と
が
、
火
災
か

ら
あ
な
た
を
守
る
近
道
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
又
、「
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
」の
最
終
日
に
あ
た
る
、

３
月
７
日
は
『
消
防
記
念
日
』

で
す
。
次
に
掲
げ
る
「
火
の
用

心
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
特
に

留
意
し
、
火
災
の
発
生
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

山
菜
取
り
な
ど
、
山
林
へ
の
出

入
り
が
多
く
な
る
時
期
に
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
の
原
因
は
、「
た
き

火
」
や
「
た
ば
こ
の
火
の
不
始

末
」
な
ど
人
為
的
な
要
因
が
多

く
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
週
末

や
休
日
に
お
け
る
発
生
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
は
き
れ
い
な
空
気
を
生

み
出
し
、
水
を
蓄
え
た
り
、
山

崩
れ
を
防
い
で
く
れ
る
緑
の
宝

で
す
。

平
成
21
年
春
の
全
国
火

災
予
防
運
動
実
施
中

も
の
を
置
か
な
い
。

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
。

③
天
ぷ
ら
を
あ
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
は
な
れ
な
い
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

を
し
な
い
。

⑤
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

山
火
事
に
注
意
！

山
火
事
が
発
生
し
や
す
い
季
節

は
、
春
と
秋
。

　

山
火
事
は
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
行
楽
シ
ー

ズ
ン
で
も
あ
り
、ハ
イ
キ
ン
グ
、

山
火
事
は
貴
重
な
森
林
を
一

瞬
の
う
ち
に
焼
失
さ
せ
る
災

害
で
す

山
火
事
の
怖
さ
と
し
て
は
、

１　

火
の
粉
が
飛
び
散
り
、
同

時
に
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
へ

延
焼
し
て
し
ま
う
こ
と
。

２　

森
林
、
落
ち
葉
と
い
う
燃

え
や
す
い
も
の
が
密
集
し

て
い
る
た
め
延
焼
す
る
ス

ピ
ー
ド
が
速
い
こ
と
。

３　

入
り
組
ん
だ
地
形
、
立
ち

並
ぶ
樹
木
等
に
よ
り
消
火

活
動
が
困
難
で
あ
り
、
消
火

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
。
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
山
火

事
は
大
規
模
な
火
災
に
発
展
し

や
す
く
、
地
域
社
会
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

山
火
事
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　

山
火
事
の
多
く
は
人
災
で

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
気

を
つ
け
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
災
害
な
の
で
す
。
山
火
事
防

止
の
た
め
に
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
３
月
か
ら
全
て
の

事
業
所
（
既
に
防
火
査
察
で
お

伺
い
し
た
事
業
所
は
除
く
）
へ

防
火
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

火
気
や
電
気
・
ガ
ス
器
具
取
り

扱
い
場
所
等
の
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
伺
い
す
る
と
き
に
は
、
必

ず
消
防
手
帳
を
提
示
し
身
分
を

明
ら
か
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
又
、
で
き
る
限
り
短
時
間

で
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
火
災

予
防
の
た
め
ご
協
力
賜
り
た
く

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
時
節
柄
「
消
防
署
の
ほ

う
か
ら
来
ま
し
た
。」
と
い
い

な
が
ら
、
消
火
器
や
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
売
り
つ
け
る
悪
質

な
訪
問
販
売
も
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
消
防
署
で
物
品
を
販
売

す
る
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

※
前
月
号
掲
載
の
同
記
事
の

中
で
、「
平
成
20
年
３
月
か
ら
」

と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
し
た
が

「
平
成
21
年
３
月
か
ら
」
の
誤

り
で
し
た
。
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
共
に
慎
ん
で
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
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日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）
１日（日） ９:00 ～ ゲートゴルフチャンピオンシップ 農村センター 学事・生涯学習室 495-9055
５日（木）

〃　　 １１:00 ～

移動町長室【31日（火）】

犬ねこの譲渡講習会【８日（日）・29日（日）】

美里支所

県動物愛護センター

総務課
総務・税務室
県動物愛護センター

489-5912
495-3471
489-6500

６日（金） ９:00 ～ 紀美野町議会（第１回定例会）開会 役場議場 議会事務局 489-5914
７日（土）
〃　　

13:00 ～
14:30 ～

紀美野町スポーツ公園竣工式
紀美野町スポーツ公園竣工記念イベント【～８日（日）】

スポーツ公園
　　〃

総務学事課
　　〃

489-5910
　　〃

10日（火） 町内各中学校卒業式 総務学事課 489-5910
16日（月） 所得税（確定申告）申告受付終了（～12:00）役場本庁（１Ａ会議室）税務課 489-5905
18日（水）

〃　　

13:00 ～

17:30 ～

行政相談【～15:00】

役場窓口業務時間延長【～20:00】

中央公民館・美里支所

役場本庁・美里支所

総務課
総務・税務室　
住民課
住民・福祉室

489-5912
495-3471
489-5903
495-3463

19日（木） 町内各小学校卒業式 総務学事課 489-5910
20日（祝）10:00 ～ わうフェスタ in スプリング【～２２日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
２1日（土）14:00 ～ 天文教室 みさと天文台 みさと天文台 498-0305
22日（日）
〃　　

９:00 ～
９:30 　

パークゴルフチャンピオン大会
生石高原山焼き【予備日　２９日（日）】

中央公民館
生石高原

生涯学習課
産業課　

489-5915
489-5901

２4日（火） 小川、神野保育所卒園式 保健福祉課 489-9960
25日（水） 野上第一、野上第二保育所卒園式 保健福祉課 489-9960

３月

　先月 15日（日）に和歌山市で開かれた第８回市町村対抗ジュニア駅伝を
取材に行きました。天候にも恵まれ、小・中学生がそれぞれのふるさとの
まちのたすきをつないで力走する姿は、毎年感動を与えてくれます。そして、
本町チームが日頃の練習の成果を発揮され、過去最高の５位入賞を果たさ
れました。本当におめでとうございました。
　３月は卒業（園）シーズン。町内でも10日の中学校を皮切りに、小学校、
保育所でそれぞれ卒業（園）式が行われ、多くの方々が巣立たれます。４
月から新しい学び舎で、希望を胸にがんばって下さい。
　また、22日（日）には春の風物詩『生石高原山焼き』が行われ、雄大な
山焼きを一目見ようと多くの観光客でにぎわうことでしょう。

編 集 後 記

（平成21年１月末現在）

紀美野町面積128.31km2

人の動き
総人口………… 11,269人
 　男　………… 5,239人
 　女　………… 6,030人
 世帯数………… 4,638世帯

　紀美野町では、平成20年12月 15日より、地方税「法
人町民税」「固定資産税」「個人住民税」の電子申告サービス
がご利用いただけるようになりました。

地方税電子申告サービス（eLTAX）

eLTAXを利用するには
↓

地方税電子化協議会ホームページへ
アクセスしてください。
http://www.eltax.jp/

従業員（給与所得者）の町県民税は、
事業者（給与支払者）が毎月徴収し、
市町村に納付しなければなりません。

　従業員（給与所得者）の町県民税は、事業者（給与支払
者）が、給与を支払う時に、天引きし、市町村に納めるこ
とになっています。これを特別徴収といいます。（地方税
法第３２１条の３）従業員の所得税は給与から源泉徴収し
ているけれど町県民税は特別徴収していないということは
ありませんか。
　詳しくは、税務課町県民税係までお問い合わせください。

役場本庁　税務課
℡　４８９－５９０５

野上厚生病院からのお知らせ
　この度、野上厚生病院　外科では、より充実
した医療サービスの提供を目指して、消化器外
科および肛門外科を新たに標榜させていただく
ことになりました。新たな診療科は、体にやさ
しい外科治療を目指します。例えば、消化器部
門では、胃や大腸の早期がんを切らずに治すた
め、従来の内視鏡治療の適応を拡大し対処しま
す。また、早期発見の見地より、大腸内視鏡検
査にも対応しています。一方、肛門外科では、
最新の医療機器の導入により短時間で確実な手
術が可能になり、さらに、適切な術後管理によ
り ｢痛みの無い痔の手術 ｣を実現します。
　これらの診療は、従来の外科の外来部門の中
に含まれて行われます。ご不明の点や、お問い
合わせの際には、以下にご相談ください。

国保野上厚生総合病院
TEL　073－ 489－ 2178
Fax　073－ 489－ 5639
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　今年の生石高原山焼きを、下記のとおり実施します。
　山頂笠石周辺に観光客のための観覧場所を設けておりますの
で、是非ご来場下さい。

●日　　時

●場　　所
●行事内容

●実施団体

　　　　　　　　　　　　　　9：30～ 15：00
［悪天候の場合は、3月 29日（日）に変更］
生石高原笠石を中心とするススキ草原区域
山焼き（ススキ草原 88,000 ㎡）・・・・・・10：00～ 14：10
太鼓演奏（大成高等学校美里分校太鼓部）・・10：00～ 10：15
無料ぜんざいコーナー（無くなり次第終了）
※ 3月 29日に変更になった場合、太鼓演奏については中止。
主催：紀美野町・有田川町
協力：紀美野町小川地区、有田川町生石区、紀美野町消防団、有田川町消防団
後援：和歌山県

平成21年3月22日（日）

【お問い合わせ】
紀美野町産業課　℡073-489-2430（代）　　℡073-489-5901（直通）

生石高原山焼きのお知らせ生石高原山焼きのお知らせ
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